
 

 

 

 

 

 

 

 

学び
まな

 ~
～

普通
ふ つ う

なことと 普通
ふ つ う

じゃないこと~
～

 

見
み

川
かわ

昂
こう

大
だい

 

「学び
まな

とは一体
いったい

何
なん

なのか。」ということを考えて
かんが

いきたい。 

私たち
わた

は生活
せいかつ

している中
なか

で様々
さまざま

なことを経験
けいけん

し、多く
おお

の情報
じょうほう

や知恵
ち え

を得て
え

います。また得た
え

情報
じょうほう

をもとに次
つぎ

に同じ
おな

ような状 況
じょうきょう

に置かれた
お

とき何
なに

をどのようにするのか考え
かんが

、自分
じ ぶ ん

が身
み

に

付けた
つ

情報
じょうほう

をもとに工夫
く ふ う

して行動
こうどう

しています。考える
かんが

ことで、自ら
みずか

が行って
おこな

きたことを見直し
み  なお

、

間違って
ま ちが

いたと感じれば
かん

新た
あら

に方法
ほうほう

を見出して
みい だ

いるのです。しかし考える
かんが

プロセスはその人
ひと

によ

って様々
さまざま

で異なり
こと

ますし、最終的
さいしゅうてき

に行き着いた
ゆ    つ

到達点
とうたつてん

を比べて
くら

みても百人
ひゃくにん

いたら百
ひゃく

通り
とお

あるで

しょう。知識
ち し き

を獲得
かくとく

することや物事
ものごと

について考える
かんが

ことが学び
まな

なのでしょうか。「学び
まな

」とは 

何
なに

なのであろうか。 

私
わたし

は学び
まな

を“自分
じ ぶん

探し
さが

”と名付けたい
な  づ

と思います
おも

。人
ひと

が生きて
いき

いく中
なか

で自分
じ ぶ ん

にとっての生きて
い

ゆく希望
き ぼ う

を探して
さが

いくこと、そしてその過程
か て い

で行なう
おこ

ことこそが「学び
まな

」であるのではないかと

考える
かんが

ためです。普通
ふ つ う

や平均的
へいきんてき

というものを心
こころ

のどこかで意識
い し き

しています。ニュースで

報じられる
ほう

ことに大きな
おお

関心
かんしん

が寄せられる
よ

のは普通
ふ つ う

でないことが目
め

の前
まえ

で起こって
お

いるからで

す。しかし普通
ふ つ う

というものを意識
い し き

しすぎることは必ず
かなら

しも良い
よ

ことではありません。自分
じ ぶ ん

が自分
じ ぶ ん

なりの生活
せいかつ

をする。自分
じ ぶ ん

をもって生活
せいかつ

をする。すばらしいことです。目標
もくひょう

や夢
ゆめ

をもって、それに

向かって
む

進んで
すす

いく。自分
じ ぶ ん

なりの手順
てじゅん

を踏んで
ふ

。もちろんそう簡単
かんたん

には自分
じ ぶ ん

の思う
おも

まま進んで
すす

い

るだけで道
みち

を切り開く
き    ひら

ことは難しい
むずか

でしょう。時
とき

には恥ずかしく
は

もなります。現代
げんだい

社会
しゃかい

の中
なか

で、

自分
じ ぶ ん

なりを通す
とお

ことは大変
たいへん

なこと。この世の中
よ    なか

ではなおさらです。他
ほか

と違う
ちが

ことをしていれば、

蔑視
べ っ し

さえ向けられる
む

こともあるかもしれません。しかし、自ら
みずか

の意志
い し

を通して
とお

いくことで、生きて
い

いることを実感
じっかん

していくことができます。自己
じ こ

を見つめ
みつ

知る
し

。そして他者
た し ゃ

を知る
し

。この繰り返し
く    かえ

によって学ぶ
まな

ことは実践
じっせん

されていくのです。 

学ぶ
まな

上
うえ

での体制
たいせい

はどうしていったら良い
よ

のでしょうか。それは教育
きょういく

を教師
きょうし

・生徒
せ い と

の枠
わく

を越え
こ

、

共
とも

に考え
かんが

、新た
あら

な発見
はっけん

をしていくことこそが共育
きょういく

であるということと表した
あらわ

共育
きょういく

と捉える
とら

こと

で成立
せいりつ

していくのではないかと考えます
かんが

。やはり実際
じっさい

には知識
ち し き

を説く
と

というのが孕んで
はら

きます。

しかし教師
きょうし

が一方的
いっぽうてき

な知識
ち し き

習得
しゅうとく

を押しつけて
お 

いるのでは学び
まな

は成り立ちません
な    た

。一方
いっぽう

通行
つうこう

になり

がちな「教える
おし

」ということを一緒
いっしょ

に取り組む
と    く

ことに少し
すこ

でも近づけて
ちか

いくためには、学び合う
まな   あ

といった姿勢
し せ い

が生徒
せ い と

との相互
そ う ご

関係
かんけい

を築いて
きず

いくことに繋がり
つな

、より良い
よ

学び
まな

になっていくのです。 

 新米
しんまい

スタッフですが来週
らいしゅう

からも学び合って
ま    あ

いきます。 
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１０・１１月
が つ

の教室
き ょ う し つ

予定
よ て い

 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もう待てない 埼玉に夜間中学を!! 
―埼玉の夜間中学運動３１周年― 

「埼玉に夜間中学を作る会」・「川口自主夜間中学」  

日時 ２０１６年１０月２９日 午後１時３０分～午後５時 

場所 かわぐち市民パートナーステーション（川口駅東口２分） 

資料代 ２００円（生徒は無料） （懇親会は別料金） 

 

 はやくぼくのわたしの行ける学校作って 

 

 

 

月 川口パートナーステーション（火曜日） 栄町公民館（金曜日） 

10

月 
４日 1１日 18日 2５日 ― ７日 14日 21日 2８日 ― 

11 

月 
１日 ８日 15日 22日 28日 ４日 11日 18日 25日 ― 

休み 

事務局コーナー 

事務局会議 １０月１２日（水）（第２水曜日） 

      川口パートナーステーション（１９時より） 

署名活動  １０月１６日 川口駅 

 

コーヒータイム 
日時 10 月 18 日 

２０時４０分～ 

場所 ベローチェ 

参加
さ ん か

自由
じ ゆ う

 

 

スタッフ会議
か い ぎ

（ 10 月 25，2８日）  

学習
がくしゅう

は８時
じ

までになります。 

スタッフは必ず
かな

出席
しゅっせき

しましょう。火、金に関わっ

ているスタッフは両方出ましょう 

 

スタッフ会議主議題 

芋掘りについて 

スタッフ交流会について 

新年会について 

栄町公民館移動について 

31周年集会 
スタッフ 生徒は参加しよう!! 

プログラム 

第１部報告 

埼玉に夜間中学を作る会 

川口自主夜間中学 

第２部講演 

「議員立法成立後の文部科学行政について」 

前川喜平文部科学事務次官 

はやくぼくのわたしの

行ける学校作って 
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